
ぬ
っ
て
い
た
古
い
登
山
道
を
単
独
行
で
行
く
姿
を

彷
彿
と
さ
せ
る
。

　

山
と
ス
キ
ー
と
金
鉱
探
し
の
根
拠
地
を
銀
座
松

屋
の
裏
の
ビ
ル
の
五
階
に
お
き
、
画
家
・
文
章

家
・
登
山
家
・
評
論
家
・
詩
人
あ
る
い
は
千
三
ッ

屋
マ
コ
ベ
ェ
・
三
師
・
居
候
の
名
人
と
も
言
わ
れ

た
が
、
謎
の
多
い
人
生
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、

二
冊
の
本
に
よ
る
。「
夢
幻
の
山
旅
」（
一
九
九
四

　

西
木
正
明
）、「
山
靴
の
画
文
や
ま
こ
と
の
こ
と
」

（
二
〇
一
三　

駒
村
吉
重
）。「
ア
ル
プ
二
一
八
号

特
集
辻
ま
こ
と
」（
創
文
社　

一
九
九
四
）
で
は

全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
辻
一
の
自
死
の
事
が
克

明
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
読
を
す
す
め
た
い
。

　

二
十
三
歳
の
辻
直
生
は
、
一
年
後
に
母
良
子
も

同
じ
胃
癌
で
失
い
、
両
親
の
墓
を
福
島
県
川
内
村

長
福
寺
に
自
然
石
の
墓
を
建
立
し
た
。
村
内
に
天

山
文
庫
を
寄
付
し
た
草
野
心
平
の
縁
で
あ
る
。

 私の一枚私の一枚
「流れる雲」
　撮影目的で入山し、竜門小屋
に泊っていました。
　朝、目が覚めて窓の外を見る
と空が赤く染まっていました。
私は、急いで三脚とカメラバッ
グを持ち南寒江山まで走りまし
た。何とか間に合いシャッター
チャンスをモノにした私の傑作
です。
　撮影場所
　　朝日連峰　竜門山1,687ｍ

 撮影　小田　捷寿

　

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
三
日
、
福
島
県
喜
多

方
市
「
い
い
で
荘
」
で
越
後
支
部
総
会
が
あ
っ
て
、

恒
例
の
講
演
会
が
催
さ
れ
た
。
辻
一
（
つ
じ
ま
こ

と　

一
九
一
三
〜
一
九
七
五
）
に
つ
い
て
話
す
こ

と
が
で
き
た
の
は
フ
ァ
ン
の
一
人
と
し
て
得
難
い

機
会
で
あ
っ
た
。

　

辻
一
は
会
津
藩
の
武
家
田
口
姓
に
縁
が
あ
る
。

実
弟
若
松
流
二
が
山
の
雑
誌
ア
ル
プ
に
小
出
か
ら

会
津
若
松
ま
で
国
鉄
只
見
線
に
乗
っ
た
紀
行
を
書

い
て
い
る
。
兄
の
辻
一
が
よ
く
会
津
の
山
奥
を
跋

渉
し
た
の
は
先
祖
の
ア
イ
ヌ
の
血
の
せ
い
で
は
な

い
か
と
。
同
文
の
中
に
会
津
戦
争
の
折
、
祖
母
に

当
る
人
が
夫
を
戦
乱
で
失
い
、
娘
を
連
れ
て
江
戸

の
親
類
筋
に
身
を
寄
せ
、
そ
の
ま
ま
辻
姓
と
な
っ

た
と
も
。

　

辻
一
は
ア
ル
プ
で
軽
妙
な
文
章
と
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
絵
を
多
く
発
表
し
読
者
を
魅
了
し
た
。
ま
た

「
山
か
ら
の
絵
本
」「
山
の
声
」
等
の
絵
本
仕
様
の

豪
華
本
が
創
文
社
や
東
京
新
聞
出
版
局
か
ら
発
行

さ
れ
て
、
今
で
も
古
書
市
で
は
高
価
で
知
ら
れ
て

い
る
。

　

引
馬
峠
、
鬼
怒
沼
山
、
帝
釈
山
等
北
関
東
と
奥

会
津
の
山
域
に
つ
い
て
の
山
の
文
は
十
二
編
に
及

び
、
日
光
国
立
公
園
と
な
っ
た
針
葉
樹
林
帯
を

　
　
　
　

会
津
の
山
と
辻
一

会
津
の
山
と
辻
一

 

森
沢　

堅
次

森
沢　

堅
次　
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Ｊ
Ａ
Ｃ
越
後
支
部

Ｊ
Ａ
Ｃ
越
後
支
部

　　
  

第
一
回
情
報
交
換
・

第
一
回
情
報
交
換
・

　
　
　
　

  
交
流
会
開
催
に
つ
い
て

交
流
会
開
催
に
つ
い
て

  

越
後
支
部

越
後
支
部  
支
部
長

支
部
長  
遠
藤　

家
之
進
正
和

遠
藤　

家
之
進
正
和　　

五　

参
加
申
し
込
み

　

十
月
二
十
二
日
ま
で　

遠
山　
　

實

　

電
話　

〇
二
五
四

－

七
三

－

〇
四
六
七
（
夜
）

六　

日　

程

　

十
月
三
十
一
日　

一
五
時
三
〇
分
〜

 
一
六
時
三
〇
分

　
　

支
部
長
あ
い
さ
つ

　
　

講
演
「
山
と
の
出
会
い
」

 

桐
生　

恒
治

　
　

講
話
「
天
蓋
高
原
定
点
観
察
場
の
ド
ウ
ラ
ク
」

 

遠
山　
　

實

　
　

懇
親
会　

十
七
時
〜

　
　

十
一
月
一
日　

七
時
朝
食

　
　
八
時
三
〇
分
〜
天
蓋
山
登
山
（
山
頂
九
時
三
〇
分
着
）

　
　

一
一
時
解
散

　

初
秋
の
候
、
支
部
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
越
後
支
部
で
は
今
年
度
か
ら
、
新
し
く

集
会
委
員
会
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
、
会

員
の
方
々
が
個
々
に
抱
く
山
・
自
然
・
生
活
文
化

等
を
語
り
合
う
交
流
の
場
と
し
て
集
会
委
員
会
活

動
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

第
一
回
の
活
動
を
左
記
の
場
所
に
お
い
て
行
い

ま
す
の
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

記一　

日　

時

　

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
（
一
五
時
）
〜

 

十
一
月
一
日

二　

場　

所

村
上
市
高
根　

天
蓋
高
原

悠
遊
山
荘
（
高
根
集
落
か
ら
広
域
農
道
北
中
・
高
根
線
）

※
会
場
ま
で
の
略
図
別
紙

三　

会　

費　

一
人
一
、〇
〇
〇
円

 

（
イ
ワ
ナ
塩
焼
き
・
ト
ン
汁
を
準
備
し
ま
す
）

四　

持
参
品

　

日
帰
り
登
山
装
備
・
寝
袋
・
嗜
好
品
・
食
器

七　

そ
の
他

　

不
明
の
点
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
遠
山

實
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
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ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ア
と

　
　
　
　

 

チ
ベ
ッ
ト
の
東

 

桑
原　

勇
蔵　

　

昨
年
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
と
ア
ン
ア
ン
プ
ル
ナ
の
氷
河

を
み
て
き
た
の
で
、
今
年
は
年
々
急
速
に
後
退
し

て
ゆ
く
氷
河
の
ま
だ
豊
富
に
残
っ
て
い
る
「
チ

ベ
ッ
ト
の
東
」
に
行
っ
て
み
よ
う
と
計
画
し
た
。

　

同
行
す
る
の
は
い
つ
も
の
三
夫
婦
組
。
チ
ベ
ッ

ト
と
中
国
の
接
す
る
地
域
。
中
国
の
政
策
で
こ
の

付
近
も
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
に
な
っ
て
い
る
が
、
現

地
の
ガ
イ
ド
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
自
治
と
は
名

ば
か
り
で
あ
る
。
一
切
は
中
国
政
府
の
管
理
下
に

あ
り
、
そ
の
一
方
的
な
政
策
に
反
抗
し
て
イ
ン
ド

に
逃
れ
た
ダ
ラ
イ
ラ
マ
で
わ
か
る
よ
う
に
た
び
た

び
反
乱
の
起
こ
る
政
治
的
に
微
妙
な
地
域
。

　

中
国
政
府
の
警
戒
も
非
常
に
厳
し
く
空
港
検
査

も
厳
重
だ
。
空
港
に
よ
っ
て
も
違
う
が
八パ
ー

一イ
ー

の
空

港
は
世
界
一
で
一
番
厳
し
い
そ
う
で
あ
る
。
時
限

爆
弾
に
利
用
さ
れ
る
と
か
で
電
池
類
や
携
帯
電
話

は
持
込
要
注
意
。

　

ま
ず
雲
南
省
の
梅メ
イ

里リ

雪セ
ツ

山ザ
ン

を
眺
め
る
た
め
、
昆ク
ン

明ミ
ン

か
ら
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
の
空
港
へ
行
き
、
そ
こ
か

ら
徳デ
ー

欽チ
ン

、
飛フ
ェ
ラ
イ
ス来
寺
へ
と
向
か
っ
た
。
こ
こ
は
高

度
三
、五
〇
〇
ｍ
、
目
の
前
に
梅
里
雪
山
が
見
え

る
。
梅
里
雪
山
は
別
名
太
子
十
三
峰
と
も
い
い
、

六
、七
四
〇
ｍ
の
主
峰
カ
ワ
ゲ
ボ
を
は
じ
め
六
、

〇
〇
〇
ｍ
峰
が
十
三
山
続
く
連
山
で
あ
る
。
カ
ワ

ゲ
ボ
は
雲
南
省
最
高
峰
。
白
い
山
を
意
味
す
る
カ

ワ
ゲ
ボ
は
チ
ベ
ッ
ト
人
か
ら
神
の
山
と
し
て
あ
が

め
ら
れ
て
い
る
。
一
九
九
一
年
京
都
大
山
岳
会
と

中
国
隊
と
の
合
同
登
山
隊
が
雪
崩
で
遭
難
し
、
そ

の
後
小
林
尚
礼
さ
ん
が
十
年
く
ら
い
か
け
て
遺
体

捜
索
し
た
。
は
じ
め
は
神
の
山
を
冒
涜
し
た
た
め

と
非
難
し
て
い
た
村
人
も
小
林
さ
ん
の
真
摯
な
態

度
に
心
を
許
し
「
シ
ャ
オ
リ
ン
」
と
い
っ
て
協
力

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
か
梅
里
雪
山
の

麓
の
こ
の
明ミ
ン

永ヨ
ン

村
は
私
た
ち
に
も
他
の
所
と
は
違

い
大
変
親
し
く
し
て
く
れ
た
。
明
永
村
の
ロ
ッ
ジ

に
泊
ま
っ
た
と
き
は
夕
方
薄
暗
く
な
っ
て
村
を
散

歩
し
て
い
た
ら
、
遠
く
か
ら
や
っ
と
人
影
が
見
え

る
く
ら
い
な
の
に
「
コ
ン
ニ
チ
ハ
」
と
声
か
け
て

く
れ
る
。
他
所
で
は
「
コ
リ
ア
か
」
等
と
い
わ
れ

る
の
に
こ
こ
で
は
日
本
人
が
泊
ま
っ
て
い
る
と
い

う
の
が
、
村
人
に
知
れ
渡
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

ロ
ッ
ジ
で
は
小
林
さ
ん
の
と
き
の
だ
と
思
う
が
日

本
の
歌
を
流
し
て
く
れ
た
。
曲
は
「
恋
人
よ
」、

「
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
」、「
昴
」
だ
っ
た
。

　

鋭
く
と
が
っ
た
三
角
錐
の
カ
ワ
ゲ
ボ
は
豊
富
な

氷
河
が
二
、七
〇
〇
ｍ
の
樹
林
帯
ま
で
流
れ
込
ん

で
い
る
。
そ
の
隣
の
連
山
の
一
つ
メ
ツ
モ
も
美
し

い
切
っ
先
が
天
を
突
い
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
ま
だ
未
踏
峰
。
未
踏
峰
は
こ
こ
だ
け

で
な
く
、
六
、〇
〇
〇
ｍ
峰
は
雲
南
省
だ
け
で
も

二
十
数
座
あ
る
が
い
ず
れ
も
未
踏
峰
。
さ
ら
に
こ

れ
か
ら
で
か
け
る
「
チ
ベ
ッ
ト
の
東
」
地
域
に
は

六
、〇
〇
〇
ｍ
峰
が
二
百
七
十
座
あ
り
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
未
踏
峰
だ
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
こ
の

地
方
が
中
国
で
の
非
常
に
政
治
的
に
微
妙
な
地
域

で
入
る
の
に
容
易
で
は
な
い
こ
と
。
し
た
が
っ
て

未
開
発
で
ア
プ
ロ
ー
チ
も
難
し
い
。
更
に
チ
ベ
ッ

ト
人
か
ら
は
神
聖
な
神
の
山
と
し
て
聖
域
化
し
て

い
て
登
山
の
対
象
に
な
り
に
く
い
（
登
山
許
可
が

え
ら
れ
な
い
）
こ
と
。
そ
れ
ら
の
こ
と
で
ま
だ
手

を
つ
け
て
い
な
い
す
ば
ら
し
い
山
の
宝
庫
で
あ
る
。

　
「
最
後
の
辺
境
・
チ
ベ
ッ
ト
の
東
」
は
中
村
保

さ
ん
が
な
ん
と
い
っ
て
も
こ
の
地
方
の
先
駆
者
で

あ
り
、
世
界
的
に
も
第
一
人
者
で
も
あ
る
。
こ
の

言
葉
の
命
名
も
中
村
氏
に
よ
る
も
の
だ
。

　

今
回
の
旅
も
中
村
氏
の
ご
紹
介
で
い
つ
も
中
村

氏
の
ガ
イ
ド
を
す
る
四
川
大
地
探
検
有
限
公
司
の

張
さ
ん
が
色
々
と
入
域
許
可
を
と
る
の
に
苦
労
し

て
い
た
だ
い
た
。

　

例
年
こ
の
地
域
に
入
っ
て
お
ら
れ
る
中
村
氏
も

今
年
は
政
治
的
に
微
妙
で
、
入
る
の
が
困
難
だ
と

断
念
さ
れ
た
と
い
う
。

　

当
初
雲
南
か
ら
陸
路
で
入
ろ
う
と
し
た
が
、
と

う
て
い
無
理
だ
と
な
り
、
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
空
港
で

よ
う
や
く
間
に
合
っ
た
入
域
許
可
書
（
空
港
止
め

で
送
達
、
間
に
合
っ
た
）
を
手
に
、
一
旦
ラ
サ
ま

で
空
路
を
ゆ
き
、
ラ
サ
か
ら
陸
路
「
チ
ベ
ッ
ト
の

東
」
に
戻
る
こ
と
に
し
た
。

　

こ
の
地
域
は
「
空
白
の
五
マ
イ
ル
」
と
い
わ
れ

る
ヤ
ル
・
ツ
ア
ン
ポ
ー
大
峡
谷
の
あ
る
と
こ
ろ

で
、
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ア
（
七
七
八
二
）
と
対
岸
に

あ
る
ギ
ャ
ラ
ペ
リ
（
七
二
九
四
）
と
の
間
は
わ
ず

か
三
十
キ
ロ
し
か
離
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
下

標
高
二
、二
〇
〇
ｍ
の
谷
底
を
ツ
ア
ン
ポ
ー
川
が

大
屈
曲
を
描
い
て
い
る
、
高
度
差
五
、五
〇
〇
ｍ

（
中
国
側
の
公
称
で
は
六
、〇
〇
九
ｍ
）
の
深
い
ゴ

ル
ジ
ュ
の
国
。
こ
の
大
屈
曲
の
た
め
ツ
ア
ン
ポ
ー

川
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
中
へ
と
吸
い
込
ま
れ
て
は
ゆ

く
が
、
ど
こ
へ
流
れ
て
く
る
の
か
確
認
で
き
ず
に

「
幻
の
渓
谷
」
と
な
っ
て
い
た
。
四
年
ほ
ど
前
、

日
本
人
の
角
幡
唯
介
さ
ん
が
探
検
し
「
空
白
の
五

マ
イ
ル
」
と
い
う
本
を
出
し
た
。

　

ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ア
は
チ
ベ
ッ
ト
の
最
高
峰
。
日

本
と
中
国
の
合
同
登
山
隊
が
登
頂
し
て
い
る
が
、

チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
が
登
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、

中
国
に
と
っ
て
は
入
山
料
の
取
れ
る
最
後
の
虎
の

子
と
い
う
わ
け
で
入
山
料
が
一
億
円
か
か
っ
た
そ

う
だ
。

　

そ
の
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ア
は
標
高
五
、〇
一
三
ｍ

の
ミ
ラ
（
米
垃
）
峠
か
ら
眺
め
た
。
ギ
ャ
ラ
ペ
リ

は
良
く
見
え
る
の
だ
が
、
ナ
ム
チ
ャ
は
ツ
ア
ン

ポ
ー
川
か
ら
の
上
昇
気
流
で
絶
え
ず
雲
が
湧
き
上

が
り
、
も
う
ち
ょ
っ
と
な
の
だ
が
、
な
か
な
か
顔

を
見
せ
て
く
れ
な
い
。
最
後
ま
で
ね
ば
っ
て
日
の

落
ち
る
寸
前
に
ほ
ん
の
一
瞬
キ
ラ
ッ
と
頭
が
輝
い
た
。

　

最
終
目
的
地
の
ラ
ウ
へ
泊
ま
り
、
ラ
ゴ
ー
氷
河

と
ミ
ド
イ
氷
河
へ
出
か
け
た
。
本
来
わ
れ
わ
れ
外

国
人
は
幹
線
道
路
（
川
蔵
公
路
＝
四
川
か
ら
西
蔵

ま
で
）
か
ら
脇
道
へ
は
許
可
さ
れ
て
い
な
い
の
だ

が
、
四
川
大
地
探
検
の
い
わ
ゆ
る
応
用
問
題
と
か

で
何
と
か
入
れ
た
。（
た
だ
し
日
本
語
で
は
あ
ま

り
話
す
な
と
い
わ
れ
た
。
ど
う
せ
、
す
ぐ
バ
レ
る

だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
と
き
は

少
し
で
も
現
地
人
に
見
え
る
よ
う
「
タ
シ
デ
ー
レ

＝
今
日
は
」「
ト
ウ
チ
ェ
ジ
ェ
＝
あ
り
が
と
う
」

と
チ
ベ
ッ
ト
語
で
言
っ
て
い
た
。）
こ
の
地
域
は

氷
河
が
豊
富
で
こ
こ
だ
け
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル

プ
ス
の
氷
河
量
に
匹
敵
す
る
と
い
う
。

　

川
蔵
公
路
は
中
国
が
チ
ベ
ッ
ト
制
圧
の
た
め
軍

隊
で
つ
く
っ
た
も
の
だ
が
、
当
時
一
㎞
作
る
の
に

一
人
の
犠
牲
者
が
出
た
と
い
う
ほ
ど
の
険
し
い
と

こ
ろ
。
谷
側
は
二
〜
三
〇
〇
ｍ
下
を
白
い
泡
を
か

ん
だ
谷
底
が
流
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
い
た
る
と

こ
ろ
軍
隊
で
の
道
路
工
事
中
、
六
、七
時
間
待
た

さ
れ
る
の
は
よ
く
あ
る
と
い
う
。
我
わ
れ
も
や
ら

れ
朝
七
時
か
ら
え
ん
え
ん
午
後
二
時
ま
で
待
た
さ

れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
、
ト
ラ

ブ
ル
」
と
割
り
切
る
し
か
な
い
。
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編
集
後
記

編
集
後
記

　

平
成
二
十
七
、二
十
八
年
度
の

 　
　
　
　
　
　

新
役
員
任
務
分
担

　

五
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
平
成
二
十
七
年
度

越
後
支
部
総
会
に
お
い
て
、
支
部
役
員
の
改
選
が

行
わ
れ
、
役
員
の
互
選
に
よ
り
支
部
三
役
と
各
委

員
長
が
決
定
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
七
月

五
日
の
三
役
委
員
長
会
議
に
お
い
て
、
各
副
委
員

長
と
専
門
委
員
に
つ
い
て
の
指
名
と
了
解
を
得
ま

し
た
。
新
役
員
の
任
務
分
担
は
次
の
通
り
で
す
。

支 

部 

長　
　
　
　
　

 

遠
藤
家
之
進
正
和
（
新
・
新
潟
市
）

副
支
部
長　
　
　
　
　

 

桐
生　

恒
治
（
新
・
見
附
市
）

副
支
部
長　
　
　
　
　

 

佐
藤
レ
イ
子
（
新
・
新
潟
市
）

事
務
局
長　
　
　
　
　

 

後
藤　

正
弘
（
新
・
上
越
市
）

◎
委 

員 

長
（
事
業
）　

小
山　

一
夫
（
再
・
新
潟
市
）

○
副
委
員
長
（
事
業
）　

成
海　
　

修
（
再
・
新
潟
市
）

　

委　
　

員
（
事
業
）　

佐
藤
レ
イ
子
（
再
・
新
潟
市
）
兼
務

　

委　
　

員
（
事
業
）　

靏
本　

修
一
（
再
・
糸
魚
川
市
）

　

委　
　

員
（
事
業
）　

森
沢　

堅
次
（
再
・
会
津
若
松
市
）

　

委　
　

員
（
事
業
）　

小
林　

頼
雄
（
新
・
弥
彦
村
）

　

委　
　

員
（
事
業
）　

滝
沢　

信
子
（
新
・
五
泉
市
）

◎
委 

員 

長
（
集
会
）　

遠
山　
　

實
（
新
・
村
上
市
）

○
副
委
員
長
（
集
会
）　

立
入　
　

清
（
新
・
上
越
市
）

　

委　
　

員
（
集
会
）　

桐
生　

恒
治
（
新
・
見
附
市
）
兼
務

　

委　
　

員
（
集
会
）　

田
中　

栄
弘
（
新
・
長
岡
市
）

　

委　
　

員
（
集
会
）　

佐
竹　

信
幸
（
新
・
会
津
若
松
市
）

　

委　
　

員
（
集
会
）　

佐
藤　

邦
雄
（
新
・
魚
沼
市
）

◎
委 

員 

長
（
広
報
）　

本
間　

一
人
（
再
・
新
潟
市
）

○
副
委
員
長
（
広
報
）　

齋
藤
ト
モ
子
（
新
・
新
潟
市
）

　

委　
　

員
（
広
報
）　

佐
藤　

芳
英
（
新
・
田
上
市
）

◎
委 

員 

長
（
自
然
保
護
）
吉
田　

理
一
（
再
・
魚
沼
市
）

○
副
委
員
長
（
自
然
保
護
）
松
井　

潤
次
（
新
・
小
千
谷
市
）
兼
務

　

委　
　

員
（
自
然
保
護
）
多
田　

政
雄
（
再
・
新
潟
市
）
兼
務

◎
委 

員 

長
（
図
書
）　

高
辻　

謙
輔
（
再
・
新
潟
市
）

○
副
委
員
長
（
図
書
）　

齊
藤　

宣
雄
（
新
・
新
発
田
市
）

◎
委 

員 

長
（
県
山
協
）
多
田　

政
雄
（
新
・
新
潟
市
）
兼
務

　

委　
　

員
（
県
山
協
）
桐
生　

恒
治
（
新
・
見
附
市
）
兼
務

　

委　
　

員
（
県
山
協
）
松
井　

潤
次
（
新
・
小
千
谷
市
）
兼
務

◎
委 

員 

長
（
総
務
）　 

後
藤　

正
弘
（
新
・
上
越
市
）
兼
務

　

委　
　

員
（
総
務
）　 

佐
藤
レ
イ
子
（
新
・
新
潟
市
）
兼
務

　

委　
　

員
（
総
務
）　 

菊
入　

好
子
（
新
・
長
岡
市
）

監　
　

事　
　
　
　
　
　

森　
　

庄
一
（
再
・
長
岡
市
）

監　
　

事　
　
　
　
　
　

遠
藤　

俊
一
（
再
・
新
潟
市
）

顧　
　

問　
　
　
　
　
　

山
崎　

幸
和
（
再
・
燕
市
）

顧　
　

問　
　
　
　
　
　

橋
本　

正
巳
（
新
・
上
越
市
）

　

専
門
委
員
会

専
門
委
員
会

　

支
部
の
各
種
行
事
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
各
専

門
委
員
の
委
員
長
、
副
委
員
長
及
び
専
門
委
員
の

メ
ン
バ
ー
は
、
次
の
方
々
が
担
当
さ
れ
ま
す
の
で

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

一　

事
業
委
員
会

　

小
山
一
夫
委
員
長
、
成
海
修
副
委
員
長
、
佐

藤
レ
イ
子
委
員
、
靏
本
修
一
委
員
、
森
沢
堅
次

委
員
、
小
林
頼
雄
委
員
、
滝
沢
信
子
委
員

　

高
頭
祭
、
海
の
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
、
他
支
部
交

流
会
、
公
募
登
山
の
登
山
行
事
や
活
動
の
企
画

実
施
な
ど
。

二　

集
会
委
員
会
（
新
設
）

　

遠
山
實
委
員
長
、
立
入
清
副
委
員
長
、
桐
生

恒
治
委
員
、
田
中
栄
弘
委
員
、
佐
竹
信
幸
委
員
、

佐
藤
邦
雄
委
員

　

支
部
会
員
の
親
睦
登
山
な
ど
、
共
益
事
業
に

係
る
登
山
活
動
の
企
画
、
実
施
な
ど
。

三　

広
報
委
員
会

　

本
間
一
人
委
員
長
、
齋
藤
ト
モ
子
副
委
員
長
、

佐
藤
芳
英
委
員

　

会
報
「
越
後
支
部
報
」
発
行
の
企
画
編
集
、

各
種
行
事
の
広
報
連
絡
な
ど
。

四　

図
書
委
員
会

　

高
辻
謙
輔
委
員
長
、
齊
藤
宣
雄
副
委
員
長
、

石
山
政
雄
委
員

　

図
書
、
地
形
図
、
登
山
資
料
等
の
「
藤
島
蔵

書
」
や
他
山
岳
書
の
整
理
管
理
と
そ
の
有
効
活

用
促
進
、
支
部
機
関
誌
「
越
後
山
岳
」
や
「
支

部
報
」
へ
の
情
報
提
供
な
ど
。

五　

自
然
保
護
委
員
会

　

吉
田
理
一
自
然
保
護
委
員
長
、
松
井
潤
次
自

然
保
護
副
委
員
長
、
多
田
政
雄
委
員

　

自
然
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
や
清
掃
登
山
、
自
然

保
護
集
会
や
自
然
観
察
会
な
ど
へ
の
参
加
や
企

画
実
施
、
環
境
破
壊
な
ど
の
調
査
な
ど
。

六　

県
山
協
委
員
会

　

多
田
政
雄
委
員
長
、
桐
生
恒
治
委
員
、
松
井

潤
次
委
員

　

県
内
山
岳
団
体
を
統
括
し
て
い
る
新
潟
県
山

岳
協
会
と
一
体
関
係
に
あ
り
、
友
好
関
係
の
堅

持
継
続
を
構
築
し
各
種
事
業
や
活
動
の
相
互
協

力
な
ど
。

七　

総
務
委
員
会

　

後
藤
正
弘
委
員
長
、
佐
藤
レ
イ
子
委
員
、
菊

入
好
子
委
員

　

支
部
会
員
に
係
る
全
般
統
轄
管
理
、
支
部
会

費
の
徴
収
及
び
会
計
管
理
業
務
、
委
員
長
会

議
・
役
員
会
・
支
部
総
会
の
招
集
開
催
報
告
、

支
部
年
次
晩
餐
会
の
企
画
運
営
、
本
部
提
出
資

料
の
作
成
報
告
、
本
部
及
び
各
支
部
と
の
情
報

交
換
な
ど
。

●
第
三
十
二
回
全
国
支
部
懇
談
会
を
越
後
・
岩
室

温
泉
で
開
催
し
ま
す

　

第
三
十
二
回
全
国
支
部
懇
談
会
を
越
後
支
部
主

催
で
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。（
詳
細
は
別
紙
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）

開 

催 

日　

二
〇
一
六
年
四
月
九
日
㈯
〜
十
日
㈰

開　
　

場　

岩
室
温
泉　

ゆ
も
と
や

会　
　

費　

一
六
、〇
〇
〇
円

親
睦
登
山　

弥
彦
山　

★
お
知
ら
せ

　

山
岳
写
真
展
が
直
江
津
駅
前
の
「
直
江
津
ま
な

び
の
交
流
館
」
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
行

事
は
県
山
岳
協
会
の
主
催
で
越
後
支
部
は
共
催
で

開
催
し
て
い
る
も
の
で
十
月
五
日
㈪
ま
で
で
、
今

後
は
県
庁
や
関
川
村
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
お
近
く
に
行
っ
た
さ
い
は
是
非
お
立
ち
寄

り
下
さ
い
。

 

本　

間　

一　

人

　

記
事
の
投
稿
を
御
願
い
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
遅
く
な
っ
た
り
で
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て

い
ま
す
。
登
頂
記
録
や
山
麓
で
の
ひ
と
時
、
随
想

な
ど
是
非
お
寄
せ
下
さ
い
。
表
紙
の
私
の
一
枚
も

写
真
デ
ー
タ
ー
と
文
章
も
添
え
て
御
願
い
し
ま
す
。

　

越
後
は
細
長
く
他
県
に
往
来
す
る
に
は
必
ず
峠

を
行
き
来
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

長
い
県
境
に
は
幾
つ
も
の
峠
が
存
在
し
ま
す
。
縁

あ
っ
て
七
月
に
河
井
継
之
助
が
通
っ
た
八
十
里
越

え
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
福
島
側
へ
往
復
し
ま
し
た
。

峠
に
は
大
変
な
歴
史
が
あ
り
人
々
が
そ
れ
を
越
え

祝
い
や
、
悲
し
み
や
、
憎
し
み
も
あ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
も
く
も
く
と
、
雨
の
中
を
、

雪
の
中
を
越
え
、
い
や
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
出
来
事
が
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

史
実
は
勿
論
で
す
が
自
分
な
り
の
思
い
も
是
非
お

寄
せ
下
さ
い
。

日本山岳会越後支部報平成27年10月１日 （4）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


